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２０２５年５月１２日 

第１回 ｒＤＭＥ混合ＬＰガスの実用化検討ＷＧ 議事要旨 

 

日本ＬＰガス協会 

● 日 時 ： ２０２５年４月２３日（水） １３：３０～１５：３０ 

● 場 所 ： ＡＰ虎ノ門 １１Ｆ Ｃルーム 

● 出席者 ： 赤松座長（大阪大学教授）、甲斐委員代理（日協品質部会 副部会長）、 

他委員（１０名）、オブザーバー（１０名）、植村氏（Ｂｏｏｏｓｔ）、 

  長谷川係長（資源エネルギー庁 燃料供給基盤整備課）、日協事務局  

※委員、オブザーバーについての詳細は添付資料参照 

Ⅰ．議事次第 ： 

・ 趣旨説明（縄田専務理事） 

・ 座長挨拶（赤松教授） 

・ ＷＧの推進体制・作業・スケジュール等に関する説明（事務局） 

・ 次世代燃料の環境価値認証・移転制度について（ＭＥＴＩ） 

・ グリーンＬＰＧ（ｒＤＭＥ）のＣＩ算定フレームワーク検討案（Ｂｏｏｏｓｔ） 

・ 全体質疑応答／コメント 

・ 事務局連絡 
 

Ⅱ．議事概要 ： 

（１）趣旨説明（縄田専務理事） 

本ＷＧは官民検討会の下部会合ということで位置付けられている。昨年３月の官民検において、

２０５０年カーボンニュートラル（ＣＮ）を目指し、２０３５年までにＣＯ2 換算で６００万ｔの削減を行うと

いうロードマップを発表した。このうち６割をグリーンＬＰガスの輸入及び国内生産で達成する形にな

っているが、ｒＤＭＥ混合はこの部分での削減に寄与するものである。一方海外では、世界リキッドガ

ス協会が主導しＬＰガスへのｒＤＭＥ混合上限値を１２％とする、新たな規格・基準の策定が進められ

ている。これらを踏まえると早期に進めて行く必要があるが、既存のインフラを活用すると言う前提

で考えると、混合率を始め安全性の対策、ｒＤＭＥ混合ＬＰガスの流通や環境価値等、検討事項が多

岐に渡る。本ＷＧでは、委員各位の忌憚のないご意見等を賜りながら、検討事項を一つずつ潰して

行きたいと考えるので、ご協力をよろしくお願いしたい。 

（２）座長挨拶（赤松教授） 

自分はこれまでＣＮの実現に向け、水素、アンモニア、合成燃料等の燃焼利用に関する研究を実

施して来た。第７次エネルギー基本計画では、ＬＰガスは都市ガスと並び、脱炭素へ向けた非常に

有効なエネルギーであるということが認知されたが、本ＷＧはそのＬＰガスへのｒＤＭＥ混合検討とい

うことで、低炭素社会に向けた大きなインパクトがある事業だと思っている。成功のため尽力させて

頂くので、今後ともよろしくお願いしたい。 
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（３）ＷＧの推進体制・作業・スケジュール等に関する説明（事務局） 

日本ＬＰガス協会 内田企画グループリーダー 

傘下に品質検討部会、出荷設備部会、環境評価部会、渉外部会の４作業部会を設置する組織

体制、及び各部会の役割と具体的な検討事項を説明。 

実用化に向けたロードマップ案として、品質検討部会と環境評価部会で約２年の期間を要する

見込みを示し、２０２８年頃に実証試験、２０３０年に社会実装を目指すスケジュールを提示。 

初期の課題として、燃焼試験の期間・費用、基準改定の実現可能性、ｒDME 混合時の液相濃度

上昇、供給設備への影響、関連法規の改正等を指摘し、これらの課題解決に向け関係者との連

携を図る方針を示した。 

 

（４）次世代燃料の環境価値認証・移転制度について（ＭＥＴＩ） 

経済産業省 燃料・供給基盤整備課 長谷川係長 

  次世代燃料の燃焼時におけるＣＯ2 排出を製造時に回収されるＣＯ2 と相殺する仕組みの

必要性を背景に、次世代燃料が有するグリーンプレミアムによるコスト補填の考え方を示し、環

境価値を要望する需要家への価値付与の仕組みや、排出量報告における扱いについて検討

している点を説明。 

海外動向として、ＧＨＧプロトコルが排出報告の標準であるものの、Ｓｃｏｐｅ１に対してクレジ

ットや証書の使用が現状認められていないことを紹介し、日本からの国際的な働きかけの必要

性を強調。 

環境価値認定制度の検討経緯や、環境価値の報告・主張方法について解説し、環境価値の

認定手法をサプライチェーン管理と属性取引の観点から分類、ブックアンドクレーム方式の可

能性と、属性取引の特性について説明。 

クレジットと証書の違いに触れ、証書がＣＩ値に関わらずＳｃｏｐｅ１排出量をゼロとみなせる点

をメリットとして提示。証書制度につき証書の発行・取引・無効化のフローイメージや、証書への

記載情報について説明し、２０２５年度から実証導入、２０２７年度から本格稼働開始と、段階的

に立ち上げるスケジュール案を示す。また本制度について、必要性があれば将来的にグリーン

ＬＰガスにも拡張することも検討し得るという方針を示した。 

（５）グリーンＬＰＧ（ｒＤＭＥ）の環境価値認証・移転制度について 

 Ｂｏｏｏｓｔ株式会社 植村氏 

       先行燃料（アンモニア、水素、ＬＮＧ等）の知見や課題を踏まえ、グローバルガイドラインに沿

った算定の必要性を指摘。ＳＡＦ由来のグリーンＬＰガス等、グリーンＬＰガスの多様な製造手

法を踏まえ、特定のやり方に偏らない包括的な仕組みの必要性、ＩＳＯ等の国際規格に準拠し

たルール策定の意義、認証機関が安心して認証を発行できる環境整備の重要性を説明、一

度の手間で多様な規制に対応できる算定フレームワークの検討の必要性を示す。 

今後の進め方として、環境属性評価、カーボンフットプリント計算、プロパン製造プロセスの

検討の３つのステップを提案し、各ステップで考慮すべき国際規格やガイドラインを紹介。簡素

化のため、ＣＩの相対値（化石燃料比）によるラベリングの提案や、ベンチマークとなる削減率の
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提示、価格差への考慮の必要性を説明。議論すべき項目としてＩＳＯ１９８７０の目次を例示し、

算定フレームワークのラフなイメージとしてＣＯＲＳＩＡ（国際航空のためのカーボンオフセット及

び削減フォーム）を参考に、多様なグリーンＬＰガス製造手法を包含する枠組みを提案。官民検

討会のスケジュールを踏まえ、２０２７年頃までのアウトプットを目指す。 

 

（６） 質疑応答／コメント 

赤松座長 

① 燃焼の観点から言えば、燃料の発熱量を考えないとＣＩの相対値は換算出来ないと思うが、化石燃

料のＣＩ値は、その燃料の発熱量ベースで考えられているという認識で良いか？ 

 植村氏 （Ｂｏｏｏｓｔ）： 

ＣＩ値は燃焼等による直接排出だけでなく、間接排出部分も全て考慮に入れて算出する。従

って協会としてスタンダードを変える場合は、燃焼試験を行った上で、間接排出の部分も全部

加算して算出するということになる。ＣＯＲＳＩＡも一つの基準に過ぎず、それより環境性能が高

いことを示す場合には、自身で認証を取得した上で、その主張をするという仕組みとなっている。 

先ずはＣＯＲＳＩＡをベースに設定した上で、技術の進歩等でそれより高い環境価値を示すこと

が出来るようになればそれを行う、という形にするのが良いのではないか。 

 

② メタンやプロパンはＣＨ比が石油や石炭に比べ低いため、燃料転換を行っただけでも CO2 排出量 

 が削減できるが、そういう部分は相対値の評価計算に入っているか？ 

 植村氏 （Ｂｏｏｏｓｔ）： 

入っていない。 

 内田ＧＬ（日本ＬＰガス協会）： 

燃料転換による CO2 排出削減効果については、例えばＪ－クレジットで環境価値に変えて

行くという手法がある 

 長谷川係長（経済産業省）： 

相対値の基準となる化石燃料＝100 についても、同じ相対値であれば全ての燃料の持つ環

境価値が絶対的に同じという訳ではない。各制度の趣旨に照らし、制度・燃料種毎に比較対象

とする化石燃料を独自に設定しているため、燃料の炭素集約度が同じ相対値であっても、絶対

値としては異なる場合が存在する。 

 

③ 水素について、ＣＩ値の削減率が７０％未満だとグリーン水素と認められないというのは、どのように

考えればよいのか？ 

また天然ガスから水素を作る際、ＣＣＳでＣＯ2 を完全回収すれば、グリーン水素となるのか？ 

 長谷川係長（経済産業省）： 

７０%未満だとグリーン水素と認めないのは、輸送時等の間接排出を考慮すると１００％削減 

が難しいので、７０%を基準としているためである。 
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 植村氏（Ｂｏｏｏｓｔ）： 

天然ガスから水素を作る際、大気から回収したＣＯ2 を原料にした場合や、ＣＣＵであれば問

題ないが、ＣＣＳはクレジットオフセットと同じ扱いになる可能性があり、グリーン水素と見做せ

るかについては、現段階では問題が残る。 

 

④ ｒＤＭＥの混合により、発熱量や燃焼速度（火炎伝播速度）等が変わってくるが、これについてはど

のように考えているか？  

 鍋嶋委員 （日本ガス機器検査協会）： 

ＪＩＡでは一昨年、都市ガスやＬＰガスに水素を２０％混合させたもので燃焼実験を行った。結

果、一部現行基準をクリアしていない項目はあったものの、安全上大きな問題等はなかった。

今回もその時と同様、ガス機器の現行基準に照らし合わせて燃焼実験を進めて行くことになる

と思われる。 

 

⑤ ｒＤＭＥとプロパンをシリンダー内で混合させたものを使用した場合、揮発性の違いによってシリンダ

ー内の成分が変わってくるが、これについての試験方法は決まっているのか？  

 鍋嶋委員 （日本ガス機器検査協会）： 

ｒＤＭＥに関しては決まっていないが、現行流通しているプロパンについても、ブタン分が若干

混入しており、燃料消費に伴いブタンの濃度が増すため、製品認証の試験の際、純プロパンだ

けでなく純ブタン分での試験も実施している。ｒＤＭＥについても、同様のことが起きるのであれ

ば、同じような試験方法を検討する必要がある。 

 三木田特任調査役 （グリーン推進協）： 

ＤＭＥ及びＤＭＥ＋ＬＰガスについては、ＬＰガス振興センターが２００１年から２００９年の間

に試験を実施、また、同時並行で高圧ガス保安協会も同じように試験を行っており、そこで赤松

先生から指摘のあった部分についての試験は殆ど実施されている。この結果についてまとめ

た資料も残っているが、その中には、実施した試験結果についての細かい記載もある。 

そこで既に実施済の試験について、例えばシリンダー内でのＤＭＥ濃縮の問題は、ｒＤＭＥの

混合率上限にかなり大きく響いてくる部分であるが、再度行う必要性があるのか評価をしておく

必要がある。今後ＷＧでは、具体的な部分の検討について、資料のあるものについては過去

の資料を利用し、不必要なコストをかけて再度同じような試験をもう一度行うことは出来るだけ

避けなければならないと思っている。 

 内田ＧＬ（日本ＬＰガス協会）： 

ロードマップにある「試験期間の選定や実施体制を始めとする課題等の論点整理」。これが

今、三木田が説明した過去資料の洗い出しや、各種試験の実施要否の検討にあたる。ここを

最初にチェックしておかないと、過剰な調査や期間、金額がかかる可能性がある。ＪＩＡや赤松

先生と一緒に詰めていきたいと考えている。 
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深澤委員 （三菱ガス化学） 

・実証開始予定が２０２８年とのことだが、設備投資が必要な場合は各企業の準備期間や提案のタイミ

ングを考慮に入れなければならない。実証は既存設備を利用して開始するというイメージで良いか？  

 

 事務局 （村田事務局長）： 

仰る通りである。極力、既存設備を活用した実証開始を考えている。 
 

宍戸委員（全国ＬＰガス協会） 

・ＬＰガスは水素キャリアとしての特性も持ち、燃料電池への水素供給用途がある。ｒＤＭＥが燃料電池の

改質に与える影響や、燃料電池向けのＬＰガスがどのような形で供給されるかについても、知見を高

めて頂くようお願いしたい。 

 

（８） 事務局連絡 

村田事務局長： 

参加者に対し、ＷＧ参加と議論に対する謝辞を述べた上、品質検討部会を５月に立ち上げて検討を

開始する旨、環境価値検討のため環境評価部会もできるだけ早期に立ち上げたい旨を説明。また次

回の官民検討会が１０月開催予定であるため、その前月の９月頃に本ＷＧを開催することを通知、日

程調整への協力を依頼。会議は基本対面開催とするが、リモート開催のハイブリッド開催も検討する

ことを説明。 

 

Ⅲ． 次回会合 ： ２０２５年秋（予定）  

 

【添付書類】 

① 議事次第 

② 委員名簿 

③ ＷＧでのプレゼンテーション資料 

以  上 

 



 
rDME 混合 LP ガスの実用化検討 WG 初回会議 

議事次第 
 
 

■日時 ︓令和 7 年 4 月 23 日（水） 13:30〜15:00 
 
■会場 ︓AP ⻁ノ門 11Ｆ C ルーム 東京都港区⻄新橋 1-6-15 日本酒造⻁ノ門ビル 03(3501)2109 

 
■議事 ︓以下の通り 
 

13:30 開会 
 
13:30〜13:40 縄田専務 主旨説明 

⾚松座⻑ ご挨拶 
   日置室⻑ ご挨拶 
 
13:40〜14:35 発表 
 
① 13:40〜13:55 WG の推進体制・作業・スケジュール等に関する説明＜事務局＞ 

 
② 13:55〜14:15 次世代燃料の環境価値認証・移転制度について 

    ＜経済産業省 燃料・供給基盤整備課 ⻑⾕川 郁係⻑＞ 
 

 
③ 14:15〜14:35 グリーン LPG（rDME）の CI 算定フレームワーク検討案 
    ＜Booost 株式会社 植村 哲士様＞ 
 
14:35〜14:55 全体質疑応答 
 
14:55〜15:00 事務局連絡 
 
15:00  閉会 
 
 

以上 



 

rDME 混合 LP ガスの実用化検討 WG 初回会合 委員名簿 

令和７年４月２３日 

（五十音順・敬称略） 

 

 

＜座長＞ 

赤松 史光 大阪大学 大学院 工学研究室 機械工学専攻 燃焼工学講座 教授 

 

＜委員＞ 

荒畑 誠 （一社）日本ＤＭＥ協会 理事・グリーンＬＰガス対応部会幹事 

笹川 崇志 日本ＬＰガス協会 品質部会 部会長／岩谷産業（株）エネルギー本部 

  調達部長（甲斐 陽一（同 品質部会 副部会長） 代理出席） 

宍戸 孝行 (一社) 全国ＬＰガス協会 保安・業務グループ グループマネージャー 

島村 剛史 ＥＮＥＯＳグローブエナジー（株） 販売企画本部 副本部長 

鍋嶋 康成 （一財）日本ガス機器検査協会 検査認証事業部 認証技術部 部長  

縄田 俊之 日本ＬＰガス協会 専務理事 

服部 秀司 （株）サイサン 常務取締役 

日置 純子 経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 燃料流通政策室長 

深澤 愼一 三菱ガス化学（株） グリーン・エネルギー＆ケミカル事業部門  

 Ｃ１ケミカルグループ 有機化学品グループマネージャー 

松本 祥光 （一社）日本ガス石油機器工業会 事務局 ガス機器技術担当マネージャー 

 （清水 義則（同 事務局長 技術グループマネージャー） 代理出席） 

村田 浩幸 日本ＬＰガス協会 事務局長 

籔内 雅幸 （一社）日本コミュニティーガス協会 専務理事 

 

＜発表者＞ 

長谷川 郁 経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 燃料供給基盤整備課 係長 

植村 哲士 Booost（株） Future Design 本部 ドメインエキスパート部 
 
 

以 上 
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Together, we create a Sustainable NET-ZERO future.
/

NET-ZERO Sustainability SX.GX Technology

LPG rDME
CI
2025/4/18

T-uemura@booost-tech.com
090-3145-9296
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�
� rDME

LPG Carbon Intensity CI
� IFRS

�
� JOGMEC LNG CI LPG

ISO TS 19870 GHG ISO6638-Annex C e-methane PCF
rDME/ LPG CI

�
� 2026 10 LPG rDME CI
� 2026 CI
� 2027 rDME LPG CI
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� e-fuel e-methane

� LPG SAF HEFA Hydroprocessed Esters and Fatty Acids
SAF CI ICAO CORSIA LSf

� rDME LPG 2025 2026 CI

� rDME LPG
� Chain of custody ISO22095 5

� EU RED II RFNBO renewable fuel for non-biologoical origin) Guarantee of origin
� CI CI

ISO/TC19870 ISO14067
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rDME/ LPG CI
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rDME/ LPG CI

�

Step1 

�

•
•RED II Guarantee of 
origin

• ISO22095 Chain of 
Custody

• ISO13662 Mass balance
•ISO/DIS 13659 Chain of 
custody - Book and claim

Step2 CI

�ISO/TC19870
CI
rDME/green

Inputoutput

�

• ISO TC 19870
•SAF CORSIA
•JOGMEC CI

•e-fuel
•e-Methane ISO 6638 
Annex-C

•

Step3 rDME/greenLPG

�

rDME
greenLPG

• rDME

• LPG
FT

CI

Ste4 rDME/greenLPG CI

� LP
rDME greenLPG

SWG WG

• ISO19870
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LPG rDME
CI LPG

�

Carbon Intensity

RED II
RFNBO

▼70

E-fuel

▼55

SAF
ICAO CORSIA

▼11

100

E-methane

▼25

▼70

Green

E-fuel
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ISO/TC 19870 LPG
� ISO19870

ConConfidfidententialial 8rights rresees rverveddd.
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CI
Annex

�

ANNEX
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�

�

�

�

7 2025 8 2026

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Step1 

Step2 CI

CI

Step3 rDME/greenLPG

Step4 rDME/greenLPG CI

LP SWG
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 Booost 

The information in this presentation is confidential and proprietary to Booost and may not be disclosed without the permission of Booost. 
Except for your obligation to protect confidential information, this presentation is not subject to your license agreement or any other service 
or subscription agreement with Booost. Booost has no obligation to pursue any course of business outlined in this presentation or any related document, or to develop or release any 
functionality mentioned therein.
This presentation, or any related document and Booost's strategy and possible future developments, products and or platforms directions and functionality are all subject to change 
and may be changed by Booost at any time for any reason without notice. The information in this presentation is not a commitment, promise or legal obligation to deliver any material, 
code or functionality.  This presentation is provided without a warranty of any kind, either express or implied, including but not limited to, the implied warranties of merchantability, 
fitness for a particular purpose, or non-infringement. This presentation is for informational purposes and may not be incorporated into a contract. Booost assumes no responsibility for 
errors or omissions in this presentation, except if such damages were caused by Booost’s intentional or gross negligence.
All forward-looking statements are subject to various risks and uncertainties that could cause actual results to differ materially from expectations. Readers are cautioned not to place 
undue reliance on these forward-looking statements, which speak only as of their dates, 
and they should not be relied upon in making purchasing decisions.

Disclaimer
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https://booost-tech.cohttps://booost-tech.cops:// mm/

https://booost-tech.com/

Follow us
n-
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Booost
NET-ZERO / Sustainability
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